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計量国語学会会員研究業績（2021年度） 

※会員から報告された内容をそのまま記載しております。（記載順は姓の 50 音順） 

 

〇金水敏 

金水敏／2022/03／役割語における感動詞／『感動詞研究の展開』／287-305／  

 

〇真田治子 

Sanada, Haruko／2021／N-grams of valency types and their significant order in 

the clause. In: Pawlowski , Adam, Jan Macutek, Sheila Embleton and George Mikros 

(eds.). Data, models, information and applications (Current Issues in Linguistic 

Theory (CILT), vol. 356). ／Amsterdam, The Netherlands: John Benjamins.／

pp.69-91／全(vi, 275 pp. + index) 

 

真田治子／2021／Length of clauses and a perspective on the three dimensional 

model of Synergetic Linguistics (節の長さと協同的言語学理論の 3Dモデルに関する展望

―日本語の節の短縮化に働く各種要因―). ／経済学季報（立正大学経済学会）, 71巻 1号／

pp.93-146. 

 

〇島野達雄 

島野達雄／2021/06／「吉田宗恂『歴代名医伝略』の諸版」／『杏雨』第 24号／pp.94-124 

 

〇田中祐輔 

田中祐輔［編著］川端祐一郎, 牛窪隆太, 陳秀茵, 張玥, 庵功雄, 前田直子［著］／2022/04

／『日本語で考えたくなる科学の問い〔文化と社会篇〕』／凡人社／全 369p（コーパスとデータ

ベースを用いた日本語教科書） 

 

〇玉村禎郎 

玉村禎郎／2022/03／「『ー残る』を後項要素とする複合動詞ーその語構成と語義ー」／『京都

産業大学教職研究紀要』第 17号／pp.15-29／著書（単著または若干名による共著・共編著） 

 

石井久美子；金子弘；新野直哉；小野正弘；関口安義；田中牧郎；玉村禎郎；飛田良文；斎藤達

哉；鳴海伸一；塩田雄大；木下哲生／2022/03／シリーズ日本語の語彙『近代の語彙Ⅱ』／朝

倉書店／全 216p 



 

〇中俣尚己 

中俣尚己／2021/04／『「中納言」を活用したコーパス日本語研究入門』／ひつじ書房／全

194p 

 

〇林雅子 

林雅子／2022/03／「日本語とスペイン語の副詞の形態的特徴に関する対照言語学的研究」／

『語彙論と文法論をつなぐ―言語研究の拡がりを見据えて』斎藤倫明・修徳健編，ひつじ研究叢

書〈言語編〉第 186巻／pp.277-312 

 

〇馬場俊臣 

馬場俊臣／2021/12／「副詞の文体の計量について――中俣論文の主成分分析結果との比較

――」／『語学文学』60号／pp.26-35 

 

〇堀恵子 

堀恵子／2021/11／「学術場面での口頭発表における課題問いかけ表現「でしょうか疑問文」

の使用実態:コーパス調査と授業実践に基づいて」／Tabula18 号（ユライ・ドブリラ大学プーラ 

哲学科）／pp.133-156 

 

堀恵子／2022/03／「やさしいニュースを聞くために必要な語彙は何か-学習者が選んだ

「NEWS WEB EASY」の記事に対する調査から-」／『筑波大学グローバルコミュニケーション教

育センター日本語教育論集』37号／pp.1-21 

 

〇山崎誠 

Makoto Yamazaki／2021/12／Distribution and characteristics of commonly used 

words across different texts in Japanese／Language and Text: Data, models, 

information and applications/John Benjamins／pp.121-134 

 

山崎誠／2022/01／語の頻度列からみた古典作品の計量的分析／中部日本・日本語学論集

／和泉書院／pp.351-366 

 


